
 

 

 

  
 

修学旅行に行ってきました（６年生） 

≪前日の作戦会議より≫ 
 ９月２１日（木）２２日（金）に、６年生が、広島へ修学旅行に行ってきまし 

た。 

 出発前から心配なことがありました。それは、山陽自動車道が一部区間通行止め 

になっていることです。渋滞が予想され、計画していたスケジュールで活動するのが 

難しいとのことでした。予想としては３０分ほど広島に到着する時刻が遅れるとのこ 

とでした。 

 そこで、子どもたちに、「広島到着が３０分ほど遅れる可能性があるのですが、私たちにできることはな

いでしょうか？」と投げかけました。 

 話し合いでは、「集合・出発時刻について」や「トイレ休憩の時間について」等、いろいろ案がでました。 

「集合時刻を３０分繰り上げて、５時５０分に集合する」や「トイレ休憩を素早くして、みんなが集まり次

第出発する」等の意見がでました。出発を３０分繰り上げると、お家の人がお弁当を作る時間を３０分繰り

上げないといけないとか、トイレ休憩はバスの運転手さんが安全に運転できるようにきまりがある等、なか

なか周りの人の時間を融通してもらうのは難しかったようです。 

 そこで、自分たちにできる時短作戦を考えることにしました。子どもたちの出した意見（結論）は、集合

（７つのポイント厳守）を徹底し、活動と活動の間を短くするということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ５ 日  

令 和 ５ 年 度 学 校 だ よ り N O .２３③  

加 古 川 市 立 平 荘 小 学 校 

 

 

 

『集合』のポイントは、時間を
守る（５分前行動）、気持ち・心
（目的意識）、姿勢、列、人数、
持ち物、服装（身だしなみ）の
７つのポイントを守ることで
す。 
 修学旅行の目的を子どもたち
は自分の言葉でわかりやすくま
とめました。 
①（広島を）知ること 
②自分にできる平和活動につい
て考え実施すること 
 そして、子どもたちが訪れる
広島の町は、７８年前にどんな
ことが起こった町なのかを考え
ながら広島を訪れることを共通
理解しました。 

 同時に、『行事は人を育てる』です。 
 修学旅行をきっかけに、子どもたちがまた一段と大きく成長
できるように、自分たち（６年生としての集団）の強みと弱み
も共通理解しました。 
 自分たちの弱み（課題）を意識して活動することで、それを
克服するように自分自身が自分に働きかけます。まずは、『気づ
く』ことが大事だと思います。 
 きっと充実した修学旅行を経験できることと楽しみにしてい
ます。 

修学旅行１日目の集合においても、作戦を立てていました。 
６：２０に集合としおりに明記してありますが、６：２０には
トイレも済ませて集合完了の状態をつくっておくことになって
いました。 
 当日の朝は、集合・出発式をスムーズに行うことができ、学
校出発を５分早めることができました。 

 

 



広島は大渋滞でした 
 ６年生が修学旅行に行った９月２１日（木）の広島は、雨が降る確率が高かったので、昼食を雨に濡れな

いところで安心して食べられるようにと、添乗員さんに、屋内の予約をしていただきました。ところが、当

日予約しか受け付けていただけない中、受付開始の９：００に予約の連絡をしようとしても、通信回線が埋

まっており、２０分間電話がかからない（通話できない）状態でした。そこで、広島の町はたくさんの学校

や観光客が集まって来ていると想定し、子どもたちがスムーズに動けるよう日程を変更しました。 

≪平和記念公園のプログラムを修正≫ 
※バスの降り場所の変更（原爆ドーム横⇒相生橋西側） 

※碑めぐりを予定していた「平和の鐘」「原爆供養塔」が見学できるコー

スで移動 
①平和セレモニー（原爆の子の像）②原爆ドームをバックに集合写真 

③原爆ドームの見学④平和の灯⑤原爆死没者慰霊碑で献花⑥昼食（屋内） 

⑦原爆体験講話⑧慰霊碑前で集合写真⑨平和記念資料見学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和を願い、心を込めたセレモニーを行ってき
ました。全校生の気持ちを広島に届けました。 

  

 世界文化遺産の
原爆ドームを見学
しました。 
 原爆の恐ろしさ
を実感しました。 


